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京ト協 ドラコン府大会開催
訪問特定整備制度まとめ
近レ協 新会長に三宅副が昇格
ＪＵ京都 副理事に５氏選任
◀新車レポート いすゞエルフミオ
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　

今
年
４
月
、
㈱
ホ
ン
ダ
ネ
ッ
ト
京
奈
（
島
田
順
弘
社
長
）
と
㈱
ス
ー
パ
ー
ホ

ン
ダ
和
歌
山
（
喜
多
靖
郎
社
長
）
が
経
営
統
合
し
、「
㈱
ホ
ン
ダ
ネ
ッ
ト
キ
ン

キ
」
が
誕
生
し
た
。
営
業
エ
リ
ア
は
、
京
都
南
部
と
奈
良
全
域
に
加
え
て
、
和

歌
山
全
域
に
も
拡
大
。
19
店
舗
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
新
車
販
売
目
標
は
５
４

０
０
台
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
。
中
古
車
販
売
な
ど
他
事
業
で
の
収
益
向
上
も

予
想
さ
れ
る
。
経
営
の
か
じ
を
握
る
森
田
明
副
社
長
に
話
を
聞
い
た
。

　
�
統
合
で
得
ら
れ
る
メ
リ

ッ
ト
は

　
「
新
車
販
売
、
中
古
車
販

売
の
い
ず
れ
に
も
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
始
め

て
い
る
。
統
合
に
よ
り
新
車

販
売
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
一
気
に

増
し
た
こ
と
で
仕
入
れ
原
価

が
引
き
下
が
り
、
利
益
率
が

向
上
し
た
。
経
営
に
と
っ
て

大
き
な
プ
ラ
ス
だ
」

　
「
当
社
は
京
都
に
中
古
車

店
が
な
く
、
従
来
は
奈
良
の

店
舗
に
頼
っ
て
中
古
車
小
売

り
を
ま
か
な
っ
て
き
た
。
和

歌
山
の
下
取
り
車
が
加
わ
っ

た
こ
と
で
、
さ
ら
に
グ
ル
ー

プ
内
で
の
中
古
車
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
大
き
く
な
り
、
オ
ー
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
頼
ら
ず
に

収
益
化
が
図
れ
る
。
当
然
、

利
益
率
も
優
れ
て
い
る
」

る
必
要
は
な
い
。
仕

入
れ
や
中
古
車
流
通

な
ど
の
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
順
次
、
統
合

を
進
め
て
い
る
が
、

現
場
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
統
一
は
、
時
間

を
か
け
て
進
め
て
い

く
方
針
だ
」

　
「
も
と
も
と
和
歌

山
の
店
舗
は
業
績
が

良
く
、
京
都
、
奈
良

に
も
良
い
点
は
共
有

と
新
規
の
開
拓
。
こ
の
二
つ

に
地
道
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
」

　
「
こ
の
た
め
に
必
要
な
の

が
、
戦
力
の
質
と
量
の
増
強

だ
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
新

店
舗
も
増
や
し
て
い
く
が
、

ど
れ
だ
け
店
舗
数
が
多
く
て

も
、
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
け
れ

ば
ユ
ー
ザ
ー
に
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
な
い
。
今
期
は
特
に
人

材
確
保
に
注
力
し
、
採
用
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
交
流
サ
イ
ト
）
で
の

採
用
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
当

然
な
が
ら
、
オ
ウ
ン
ド
メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
て
会
社
や
仕
事

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
」

　
「
一
方
、
自
動
車
業
界

は
、
離
職
も
多
い
の
が
課
題

だ
。
優
秀
な
人
材
を
流
出
さ

せ
な
い
手
だ
て
も
欠
か
せ
な

い
。
中
で
も
、
女
性
人
材
の

つ
な
ぎ
止
め
が
重
要
に
な
っ

て
い
く
だ
ろ
う
」

　
「
女
性
の
活
躍
支
援
の
た

め
に
、
産
休
育
休
後
の
時
短

勤
務
制
度
を
導
入
し
て
い
る

ほ
か
、
企
業
型
保
育
園
の
運

営
も
手
掛
け
て
い
る
。
ポ
イ

ン
ト
は
、
土
日
も
子
ど
も
を

預
け
ら
れ
る
こ
と
だ
。
こ
れ

は
女
性
だ
け
の
利
点
で
は
な

く
、
男
性
社
員
の
定
着
に
も

大
い
に
効
果
が
あ
る
。
子
育

て
と
仕
事
の
両
立
を
図
れ
る

環
境
で
、
男
女
と
も
に
活
躍

し
て
も
ら
い
た
い
」

人
材
の
定
着
と
Ｄ
Ｘ
で
シ
ェ
ア
拡
大

㈱
ホ
ン
ダ
ネ
ッ
ト
キ
ン
キ

森
田
明
副
社
長
に
聞
く

　
�
経
営
効
率
へ
の
影
響
は

　
「
本
部
業
務
や
店
舗
運
営

で
の
相
乗
効
果
も
見
込
ま
れ

る
が
、
焦
っ
て
は
い
な
い
。

異
な
る
文
化
を
持
つ
企
業
同

士
が
、
急
い
で
統
合
を
進
め

し
て
い
き
た
い
。
決
し
て
企

業
文
化
を
な
い
が
し
ろ
に
は

し
な
い
。
和
歌
山
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
や
戦
略
は
そ
の
ま

ま
に
、
徐
々
に
距
離
を
縮
め

て
い
け
ば
良
い
」

　
�
今
期
の
目
標
に
つ
い
て

「
京
都
を
含
め
て
、
各
府
県

で
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
取
り
組

み
た
い
。
国
内
保
有
台
数
が

減
少
し
、
確
実
に
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
い
る

が
、
管
理
顧
客
数
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
ア
ッ
プ
は
必
達
の
目
標

だ
。
既
存
顧
客
の
守
り
切
り

　
�
今
後
の
注
力
ポ
イ
ン
ト

　
「
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

に
よ
る
省
力
化
を
進
め
、
社

員
が
お
客
さ
ま
と
接
す
る
時

間
を
増
や
し
て
い
く
考
え

だ
。
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
時

間
を
全
て
お
客
さ
ま
と
の
時

間
に
変
え
た
い
。
た
と
え
間

接
業
務
に
携
わ
る
職
種
で
あ

っ
て
も
、
お
客
さ
ま
を
意
識

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
す
で

に
集
計
業
務
に
Ｄ
Ｘ
を
導
入

す
る
な
ど
、
成
果
は
着
実
に

見
え
始
め
て
い
る
」

　
「
保
険
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

パ
ッ
ク
の
付
帯
率
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
利
用
率
に
も
こ
だ
わ
っ

て
い
く
。
特
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
パ
ッ
ク
は
付
け
て
い
た
だ

く
の
が
当
然
と
考
え
て
い

る
。
実
際
に
付
帯
率
は
限
り

な
く
１
０
０
％
に
近
い
。
整

備
品
質
の
高
さ
、
リ
コ
ー
ル

対
応
の
早
さ
は
、
新
車
デ
ィ

ー
ラ
ー
の
強
み
。
お
客
さ
ま

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
安
心

に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
自
負
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
自
信
を
持
っ
て
提

案
で
き
て
い
る
」

収
益
向
上
を
呼
び
込
む

企
業
文
化
の
尊
重
が
鍵

人
材
定
着
に
独
自
施
策

Ｄ
Ｘ
で
意
識
変
革

⑤

暑
中
お
見
舞
い
・
夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
特
集
号

　

京
都
府
自
動
車
車
体
整
備

協
同
組
合
青
年
部
会
（
日
比

篤
史
部
会
長
）
の
設
立
30
周

年
を
祝
う
記
念
式
典
が
６
月

14
日
開
か
れ
、
部
会
員
や
近

畿
、
全
国
の
同
志
ら
85
人
が

集
っ
た
。
部
会
は
１
９
９
５

年
６
月
、
全
国
に
先
駆
け
発

足
。
２
０
０
２
年
の
日
本
自

動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
連

合
会
青
年
部
会
の
立
ち
上
げ

に
も
大
き
く
関
わ
っ
た
。

　

冒
頭
、
１
９
９
８
年
の
第

１
回
青
年
部
会
全
国
大
会
で

制
定
さ
れ
た
京
都
宣
言
を
全

出
席
者
で
唱
和
。
開
会
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
日
比
部
会
長

は
「
京
都
宣
言
こ
そ
当
部
会

元
部
会
長
の
内
山
和
則
、
塩

見
淳
両
氏
が
全
国
を
回
り
、

日
車
協
連
青
年
部
会
を
立
ち

上
げ
た
精
神
そ
の
も
の
だ
。

こ
れ
か
ら
も
失
敗
を
恐
れ

ず
、
新
し
い
風
を
業
界
に
吹

き
込
み
た
い
」
と
力
を
込
め

た
。
日
車
協
連
の
小
倉
龍
一

会
長
も
来
賓
祝
辞
で
「
青

年
部
会
が
な
い
と
横
の
つ

な
が
り
も
希
薄
で
、
若
い

人
が
業
界
に
入
ら
な
い
。

ぜ
ひ
後
世
に
技
術
を
継
承

し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
。

一
方
、
京
車
協
の
大
嶋
明
理

事
長
は
「
部
会
の
持
つ
若

さ
、
発
想
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

（
第
４
代
）、
岩
本
宏
成
氏

（
第
９
代
）、
内
山
峻
吾
氏

（
第
10
代
）
が
司
会
者
の

呼
び
込
み
で
登
壇
。
壇
上

で
塩
見
氏
は
「
当
時
は
仕

事
を
や
っ
て
も
利
益
が
出

ず
、
情
報
も
閉
ざ
さ
れ
て

い
た
。
京
都
で
生
ま
れ
た

絆
が
全
国
に
広
が
っ
て
い

っ
た
こ
ろ
『
第
２
の
組
合

を
つ
く
る
の
か
』
と
言
わ

れ
、
風
当
た
り
も
強
か
っ

た
」
と
回
顧
。
そ
の
上
で

「
い
ま
や
全
国
各
地
で
部

会
出
身
の
理
事
長
が
多
数

現
れ
る
ほ
ど
組
織
的
に
成

長
し
た
。
感
無
量
だ
」
と

万
感
の
思
い
を
語
っ
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
欧
米
の

「
ゴ
ッ
ト
タ
レ
ン
ト
」
シ

リ
ー
ズ
番
組
な
ど
で
注
目

を
集
め
る
ピ
ン
芸
人
、
ゴ

ン
ゾ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

設
立
30
周
年
式
典
に
85
人

京
車
協
青
年
部
会
が
節
目

神
こ
そ
が
業
界
の
未
来
を
切

り
開
く
原
動
力
。
力
を
合
わ

せ
頑
張
ろ
う
」
と
呼
び
掛
け

た
。
日
車
協
連
青
年
部
会
の

松
本
悟
部
会
長
も
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、「
わ
れ

わ
れ
の
一
歩
が
次
世
代
の
希

望
に
な
る
。
そ
の
熱
量
で
全

国
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
た
。

　

ま
た
、
歴
代
部
会
長
の
う

ち
当
日
出
席
し
た
塩
見
淳
氏

（
第
２
代
）、
山
本
和
義
氏


